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(4) 統一データベースのもと K 自動設計用プログラム，会話形設計プログラムおよび支援プログラムを
統合するとともに，複数の計算機，ワークステーションなどを結合した自動レイアウト設計システム
を構築し，乙の種のシステムによってレイアウト設計の大幅な効率化が達成できる乙とを示している。
以上のように，本論文は大規模集積回路のレイアウト自動設計のためのいくつかの新しい技法を考案
するとともに，各種の設計プログラムおよび設計支援プログラムを自動レイアウト設計システムとして
統合する乙とを試みたものであって，大規模集積回路のレイアウト設計自動化を推進するにあたっての
有用な知見を得ており，集積回路工学および計算機応用分野の発展に寄与すると乙ろが大きい。よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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